
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】ポイントをつかんで立式することで、漸化式を活用していこう。
 

　ここでは，数学で学ぶ確率に関連した問題について考えてみよう。

例１）　個のさいころを回投げるとき，の目が偶数回出る確率を  ，の目が奇数回出る

　　　　　確率を  とする。

　　　　　ただし，は偶数と考える。このとき，  と   の間に成り立つ関係式を求めてみよう。
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　個のさいころを  回投げるとき，の目が偶数回出るという事象は，つの事象

　　　　　　　回目までにの目が偶数回出て，

　　　　　　　  回目に以外の目が出る

　　　　　　　回目までにの目が奇数回出て，

　　　　　　　  回目にの目が出る

　　　の和事象であり，

　　　これらの事象は互いに排反である。

確率漸化式は

確率と漸化式の理解を

両方確認できるため

次試験で出題されやすい

確率漸化式の基本
１．「全事象の和＝１」を

　　使うことが多い

　（簡単に余事象としない）

２．回目→回目

　　などの関係性から式を立てる

３．全事象の和が１になる確率を

　設定し，設定した確率に対して

　漸化式を立てる
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　　　確率の全事象の和はなので　    
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練習１）　例１において，  を求めよ。また，  をの式で表せ。

　　  は，さいころを回投げての目が回出る確率，

　　すなわち以外の目が出る確率であるから　　  
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　　よって，数列  は初項
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